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日米の架け橋となった鍼子とフローレンス
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323 文廊版あとがき

ロ
ー
レ
ン

ス
の
物
語
は
、
『
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
』
か
ら
こ
そ
一
層
、
読
む
も
の
の
興
味
を
誘
う
」
（
「
沖

縄
タ
イ
ム
ス
」
、
同
年
五
月
四
日
付
ほ
か
。
共
同
通
信
に
よ
る
配
信
）

絨
子
や
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
に
関
す
る
資
料
は
実
に
少
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
執
筆
後
も
新
た
な
資
料
に
出
会

う
と
殊
の
ほ
か
嬉
し
く
な
る
。

最
近
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
機
関
誌
「
コ

ロ
ン
ビ
ア
・
デ
ー
リ
ー
・

ス
ペ
ク
テ
ー
タ
ー
」
の
フ
ァ
イ
ル

に
絨
子
が
担
当
す
る
「
日
本
の
歴
史
と
文
化
」
の
講
義
概
要
を
紹
介
す
る
記
事
(
-
九
二
三
年
九
月
二
十

六
日
付
）
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、

「
や
は
り
絨
子
は
こ
こ
に
い
た
の
だ
」
と
い
う
実
感
が
改
め
て
湧
い

て
き
た
。
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
は
、
絨
子
が
親
し
く
交
流
し
て
い
た
隣
人
の
老
将
軍
と
娘
ヘ
レ
ン
（
『
武
士
の
娘
』

ニ

+
「
と
な
り
び
と
」
）
の
思
い
出
を
、
将
軍
の
孫
娘
に
あ
て
て
綴
っ
た
絨
子
の
手
紙
を
大
事
に
保
存
し
て
い

る
老
紳
士
に
出
会
っ
た
。
手
紙
に
は
ヘ
レ
ン
が
そ
の
後
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
ヘ
移
っ
た
絨
子
を
訪
ね
て
き
た

が
、
『
武
士
の
娘
』
出
版
前
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
絨
子
が
人
生
で
出
会
っ
た
人
た
ち

を
ず
っ
と
気
遣
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。み
の

た

長
岡
で
は
家
老
稲
垣
平
助
の
腹
心
で
護
衛
役
だ
っ
た
原
巳
之
太
（
『
武
士
の
娘
』
で
は
「
蓑
田
」
の
名
で
































